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現
存
す
る
最
古
の
中
央
銀
行
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
リ
ク
ス
バ
ン
ク
は
、
二
〇
一
八
年
、
創
立

三
五
〇
年
を
記
念
し
て
『
リ
ク
ス
バ
ン
ク
と
中
央
銀

行
の
歴
史
』（
注
１
）
を
発
刊
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

は
必
ず
し
も
世
界
の
中
央
銀
行
が
三
五
〇
年
の
歴
史

を
持
つ
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
リ
ク
ス
バ
ン
ク
創
設

以
前
に
も
、
現
代
の
中
央
銀
行
が
果
た
し
て
い
る
機

能
の
一
部
を
備
え
た
「
中
央
銀
行
の
原
型
」
と
も
い

え
る
組
織
が
存
在
し
て
い
た
。
創
設
当
初
の
リ
ク
ス

バ
ン
ク
も
、
現
代
の
中
央
銀
行
が
果
た
し
て
い
る
機

能
の
一
部
を
備
え
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
以
下

で
は
、
主
と
し
て
『
リ
ク
ス
バ
ン
ク
と
中
央
銀
行
の

歴
史
』
を
参
照
し
な
が
ら
、
中
央
銀
行
の
起
源
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
『
リ
ク
ス
バ
ン
ク
と
中
央
銀
行
の
歴
史
』
の
編
者

は
、「
中
央
銀
行
の
活
動
は
多
面
的
な
も
の
で
あ
り
、

と
し
て
他
の
金
融
機
関
に
対
す
る
貸
出
を
行
う
こ
と

（
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
維
持
）、
な
ど
で
あ
る

（
注
５
）。
現
代
の
中
央
銀
行
は
、
長
い
年
月
を
か
け
、

歴
史
的
な
変
遷
を
経
て
こ
う
し
た
機
能
を
果
た
す
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
銀
行
（
注
6
）

　

中
央
銀
行
の
起
源
と
し
て
し
ば
し
ば
引
き
合
い
に

出
さ
れ
る
の
が
、
一
六
〇
九
年
に
設
立
さ
れ
た
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
銀
行
で
あ
る
。
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
は
、

北
海
や
バ
ル
ト
海
と
地
中
海
を
結
ぶ
南
北
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
交
易
の
中
継
地
で
あ
り
、
一
六
〇
二
年
に
オ
ラ

ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
設
立
さ
れ
る
と
、
ア
ジ
ア
と

の
交
易
の
拠
点
と
し
て
も
栄
え
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
は
国
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
貨
幣
が
流

入
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
下
で
取
引
の
決
済
が
複
雑

な
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
商
人
が
市
政
府

に
決
済
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
改
善
を
求
め
る
要
請
を

行
い
、
こ
れ
を
受
け
て
市
当
局
が
設
立
し
た
の
が
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
銀
行
で
あ
っ
た
。

　

同
行
は
市
内
外
の
商
人
な
ど
に
「
グ
ル
デ
ン
・
バ

す
べ
て
の
人
が
受
け
入
れ
る
唯
一
の
中
央
銀
行
の
定

義
は
存
在
し
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
注
２
）。
実
際

に
、
現
代
の
中
央
銀
行
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
果

た
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
多
く
の
人
が
日
常
の
取
引

に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
銀
行
券
を
独
占
的
に
発

行
し
、
あ
る
い
は
（
中
央
銀
行
に
と
っ
て
の
）
顧
客

で
あ
る
銀
行
か
ら
預
金
を
預
か
り
口
座
間
の
振
替
に

よ
り
取
引
の
決
済
（
注
３
）
を
行
う
こ
と
（
決
済
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
）、
自
ら
が
発
行
す
る
銀
行
券
の
額
面

や
預
か
っ
て
い
る
預
金
口
座
の
表
示
に
使
わ
れ
る
通

貨
単
位
の
価
値
を
維
持
す
る
た
め
に
、
通
貨
供
給
や

信
用
の
調
節
を
行
う
こ
と
（
金
融
政
策
）、
他
の
金

融
機
関
が
提
供
し
て
い
る
預
金
の
価
値
が
失
わ
れ
な

い
よ
う
、
通
常
時
に
お
い
て
他
の
金
融
機
関
の
経
営

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
万
一
金
融
危
機
が
発
生
し

た
場
合
に
は
必
要
に
応
じ
て
最
後
の
貸
し
手
（
注
４
）

特
別
編
　
リ
ク
ス
バ
ン
ク
創
立
三
五
〇
周
年
と
中
央
銀
行
の
歴
史

　
現
存
す
る
最
古
の
中
央
銀
行
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
リ
ク
ス
バ
ン
ク
は
、
二
〇
一
八
年
、
創

立
三
五
〇
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
特
別
編
と
し
て
、
日
本
経
済
史
を
ご
専
門
と
さ

れ
て
い
る
早
稲
田
大
学
鎮
目
教
授
に
「
中
央
銀
行
の
起
源
」
と
題
し
て
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
央
銀
行
の
起
源

◆26

早
稲
田
大
学 

政
治
経
済
学
術
院
教
授
　
鎮し
ず

目め

雅ま
さ

人と
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す
る
事
態
と
な
り
、
一
八
二
〇
年
に
清
算
さ
れ
た
。

同
行
の
運
営
に
あ
た
り
金
融
政
策
や
金
融
シ
ス
テ
ム

の
安
定
性
維
持
と
い
っ
た
現
代
の
中
央
銀
行
が
果
た

し
て
い
る
機
能
が
意
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
公
的
な
目
的
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
銀
行
が
決

済
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
あ
た
っ
た
と
い
う
点
に
お
い

て
、
同
行
は
中
央
銀
行
の
機
能
の
一
部
を
果
た
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

実
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
銀
行
以
外
に
も
、
同
様

の
決
済
機
能
を
有
す
る
銀
行
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地

に
設
立
さ
れ
た
。
一
五
世
紀
以
降
、
地
中
海
沿
岸
や

ド
イ
ツ
な
ど
で
公
的
な
目
的
を
も
っ
て
決
済
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
た
銀
行
が
数
多
く
存
在
し
て
お

り
、
次
に
出
て
く
る
リ
ク
ス
バ
ン
ク
や
イ
ン
グ
ラ
ン

ン
コ
」
と
い
う
通
貨
単
位
で
表
示
さ
れ
る
預
金
口
座

の
開
設
を
認
め
、
口
座
保
有
者
が
持
ち
込
む
貨
幣
の

種
類
に
応
じ
た
換
算
レ
ー
ト
を
用
い
て
入
金
額
を
記

帳
し
、
い
つ
で
も
預
金
者
か
ら
の
引
き
出
し
要
求
に

応
じ
る
と
と
も
に
、
市
当
局
や
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド

会
社
を
含
め
た
顧
客
同
士
が
同
行
の
口
座
間
で
決
済

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
統
一
的

な
計
算
単
位
と
預
金
と
い
う
決
済
手
段
を
提
供
し
た

の
で
あ
っ
た
。

　

同
行
は
、
銀
行
券
の
発
行
お
よ
び
貸
出
を
行
う
こ

と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
同
行
は
、

市
当
局
や
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
に
対
し
、
内
密

に
貸
出
を
行
っ
て
い
た
。
後
に
そ
の
事
実
が
公
と

な
っ
た
た
め
、
預
金
者
が
預
金
の
引
き
出
し
に
殺
到

名称（国） 設立年 廃止年

バルセロナ銀行 1401 1853

サン・ジョルジョ銀行
（ジェノヴァ・現イタリア） 1404 1444

ヴェネツィア銀行 1587 1638

アムステルダム銀行 1609 1820

ハンブルク銀行 1619 1875

ニュルンベルク銀行 1621 1836

ストックホルム銀行 1656 1666

リクスバンク（スウェーデン） 1668 現存

イングランド銀行 1694 現存

ウィーン為替銀行 1703 1705

ウィーン市立銀行 1705 1816

フランス王立銀行 1716 1720

プロシア王立中央銀行 1765 1847

スペイン銀行 1782 現存

第 1合衆国銀行（米国） 1791 1811

フランス銀行 1800 現存

オランダ銀行 1814 現存

ノルウェー銀行 1816 現存

第 2合衆国銀行（米国） 1816 1836

ベルギー国立銀行 1850 現存

ライヒスバンク（ドイツ） 1875 1948

日本銀行 1882 現存

イタリア銀行 1893 現存

連邦準備制度（米国） 1913 現存

ドイツ連邦銀行 1948 現存

中国人民銀行 1948 現存

欧州中央銀行 1998 現存

（注）�Roberds and Velde (2016), Edvinsson 他編 (2018) をもとに
作成。なお、設立年は当該銀行の前身の設立年を含む。

■主な「中央銀行の原型」と中央銀行

アムステルダム銀行（出典：www.exchangehistory.nl）
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ド
銀
行
も
そ
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
（
前
頁
表

を
参
照
）（
注
７
）。

リ
ク
ス
バ
ン
ク
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行（

注
８
）

　

リ
ク
ス
バ
ン
ク
は
、
一
六
五
六
年
に
設
立
さ
れ

一
六
六
六
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
銀
行

の
後
を
受
け
て
、
一
六
六
八
年
に
設
立
さ
れ
た
。
当

時
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
銀
貨
と
銅
貨
、
銅
板
が

貨
幣
と
し
て
並
行
的
に
通
用
し
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ

と
同
様
、
多
種
の
貨
幣
が
流
通
す
る
下
で
取
引
の
決

済
は
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
銀
行
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
銀
行
と
同
様
に
預
金

者
相
互
間
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
為
替
部
門
に
加

え
、
自
ら
が
発
行
す
る
銀
行
券
を
利
用
し
て
貸
出
を

行
う
貸
出
部
門
を
有
し
て
い
た
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
銀
行
間
決
済
の
中
核
と

し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
と
、
銀
行
券
を
発
行
す
る

他
の
銀
行
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
銀
行
券
を
金

貨
や
銀
貨
に
代
わ
る
支
払
準
備
と
し
て
保
有
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

リ
ク
ス
バ
ン
ク
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
な
ど
、
こ

の
時
期
に
「
中
央
銀
行
の
原
型
」
と
し
て
活
動
し
た

銀
行
の
設
立
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
共
通

す
る
制
度
上
の
革
新
は
、
銀
行
券
と
い
う
新
た
な

決
済
手
段
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
も
っ
と
も
両
行
は
、
現
代
の
中
央
銀
行
の
よ
う

に
、
銀
行
券
の
発
行
を
独
占
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
全
国
的
な
通
貨
供
給
や
信
用
の
調
節
と
い
う
意

味
で
の
金
融
政
策
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ

た
。
ま
た
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
が
自
ら
の
責
務

で
あ
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ

た
（
注
９
）。

銀
行
が
不
良
貸
出
の
増
加
と
こ
れ
に
関
連
す
る
銀
行

券
の
過
剰
発
行
に
よ
り
破
た
ん
し
た
後
、
リ
ク
ス
バ

ン
ク
が
設
立
さ
れ
た
。
設
立
当
初
の
リ
ク
ス
バ
ン
ク

は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
銀
行
と
同
様
、
為
替
部
門
と

貸
出
部
門
と
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
銀
行
破
た
ん
の
経
験
か
ら
、
経
営
の
健
全
性
を
重

視
し
、
銀
行
券
の
発
行
権
限
が
与
え
ら
れ
ず
、
貸
出

の
担
保
は
短
期
の
商
業
債
権
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、後
に
は
、銀
行
券
の
発
行
の
ほ
か
、

ロ
シ
ア
と
の
戦
争
な
ど
の
た
め
政
府
へ
の
信
用
供
与

が
認
め
ら
れ
た
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
、
一
六
九
四
年
、
主
に
対

仏
戦
争
の
た
め
に
発
行
さ
れ
た
多
額
の
国
債
の
管
理

を
行
う
商
業
銀
行
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
に
設
立
さ
れ

た
。
当
時
の
英
国
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
通
商
戦
争
に

お
い
て
優
位
を
確
立
す
る
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
間

で
経
済
、
軍
事
面
で
の
競
争
が
激
化
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
国
内
外
の
情
勢
下
で
、
ロ
ン
ド
ン
は
英
国
内

の
物
流
、
金
融
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ
っ

た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
そ
の
取
扱
資
金
量
が
巨

額
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
八
世
紀
に
入
る
と
ロ
ン

ド
ン
所
在
銀
行
間
の
取
引
の
中
核
と
し
て
の
地
位
を

占
め
る
よ
う
に
な
り
、
英
国
内
に
お
け
る
取
引
の
決

済
の
多
く
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
な
ら
び
に
同
行

に
口
座
を
持
つ
有
力
銀
行
の
預
金
口
座
を
通
じ
て
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
銀
行
に
は
設
立
当
初
か
ら
銀
行
券
の
発
行
権
限

が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
当
時
、
英
国
内
で
銀
行
券
の

発
行
権
限
を
有
す
る
銀
行
は
他
に
も
存
在
し
て
い
た

リクスバンク（リクスバンク・アーカイブ所蔵）

イングランド銀行券（日本銀行金融研究所貨幣博物館所蔵）
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現
代
的
な
「
中
央
銀
行
」
の
成
立
（
注
10
）

　
『
リ
ク
ス
バ
ン
ク
と
中
央
銀
行
の
歴
史
』
に
よ
れ

ば
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
、
す
で
に
あ
っ
た
「
中
央

銀
行
の
原
型
」
に
銀
行
券
発
行
の
独
占
と
最
後
の
貸

し
手
と
い
う
機
能
が
付
加
さ
れ
、
厳
密
な
意
味
に
お

け
る
中
央
銀
行
と
い
う
存
在
が
こ
の
世
に
初
め
て
現

れ
た
と
い
う
。
ま
た
、「
中
央
銀
行
」
と
い
う
言
葉

自
体
が
最
初
に
用
い
ら
れ
た
の
も
一
九
世
紀
の
こ
と

で
あ
っ
た
（
注
11
）。

　

英
国
で
は
、
一
八
四
四
年
の
ピ
ー
ル
銀
行
条
例
に

よ
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
い
て
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
よ
る
銀
行
券
発
行
の
独
占
が

事
実
上
確
立
す
る
。
同
時
に
、
同
行
は
全
国
の
通
貨

供
給
や
信
用
の
管
理
を
行
う
能
力
と
責
任
を
有
す
る

立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
銀
行
券
の
兌だ

換か
ん

（
注
12
）
維
持
の
た
め
に
同
行
が
銀
行
券
の
発
行
量
や

貸
出
量
を
調
節
し
た
り
、
兌
換
を
停
止
し
た
り
す
る

と
、
そ
れ
は
個
別
銀
行
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
全
国

の
通
貨
供
給
や
信
用
に
影
響
を
与
え
る
の
で
、
金
融

政
策
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、

産
業
革
命
が
進
行
し
、
企
業
活
動
と
金
融
機
関
の
貸

出
規
模
が
拡
大
す
る
中
で
、
一
九
世
紀
半
ば
に
周
期

的
に
金
融
恐
慌
が
発
生
し
、
金
融
危
機
時
に
最
後
の

貸
し
手
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
中
央
銀
行
の
機
能

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
（
注
13
）。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

銀
行
は
、さ
ま
ざ
ま
な
経
緯
を
経
な
が
ら
、決
済
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
金
融
政
策
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定

性
維
持
と
い
っ
た
機
能
を
備
え
た
中
央
銀
行
へ
と
変

貌
を
遂
げ
て
い
っ
た
。

　

一
九
世
紀
後
半
以
降
に
設
立
さ
れ
た
中
央
銀
行
の

多
く
は
、
す
で
に
そ
の
設
立
前
後
に
お
い
て
、
決
済

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
金
融
政
策
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の

安
定
性
維
持
と
い
っ
た
現
代
の
中
央
銀
行
が
果
た
し

て
い
る
機
能
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。
ベ
ル
ギ
ー
国
立

銀
行
（
一
八
五
〇
年
設
立
）（
注
14
）、
ド
イ
ツ
・
ラ
イ

ヒ
ス
バ
ン
ク
（
一
八
七
五
年
設
立
）（
注
15
）、
日
本
銀

行
（
一
八
八
二
年
設
立
）（
注
16
）、
米
国
・
連
邦
準
備

制
度
（
一
九
一
三
年
設
立
）（
注
17
）
な
ど
は
、
設
立

当
初
あ
る
い
は
設
立
後
間
も
な
い
時
期
か
ら
、
現
代

の
中
央
銀
行
に
よ
り
近
い
機
能
を
有
す
る
組
織
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
（
二
三
頁
表
を
参

照
）。
た
だ
し
、
そ
の
後
の
道
の
り
は
平
坦
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
。『
リ
ク
ス
バ
ン
ク
と
中
央
銀
行
の

歴
史
』
で
は
、
多
く
の
国
で
、
戦
争
な
ど
を
契
機
と

す
る
イ
ン
フ
レ
圧
力
、
金
融
危
機
、
技
術
革
新
へ
の

対
応
な
ど
、
紆
余
曲
折
を
経
て
中
央
銀
行
の
活
動
が

進
化
を
続
け
て
き
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

（
注
１
）Rodney Edvinsson, Tor Jacobson and D

aniel 

　

 W
aldenstrom

 eds. (2018), Sveriges Riksbank and the 

　

 �History of Central Banking, C
am

bridge U
niversity 

Press. 

以
下
、
注
に
記
載
す
る
文
献
は
、
他
に
と
く
に
記

載
の
な
い
限
り
、
同
書
に
収
録
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。
な

お
、
二
〇
一
六
年
に
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
中
央
銀
行
で
あ
る
ノ
ル

ウ
ェ
ー
銀
行
が
創
立
二
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
『
岐
路
に
立
つ

中
央
銀
行
』（M

ichael D
. Bordo, Ø

yvind Eitrheim
, M

arc 
Flandreau and Jan F. Q

ystad eds., Central Banks 
at a Crossroads: W

hat Can W
e Learn from

 History?
 

C
am

bridge U
niversity Press

）
を
発
刊
し
て
い
る
。

（
注
２
）R

odney E
dvinsson, Tor Jacobson and D

aniel 

　

 W
aldenstrom , "Introduction."

（
注�

３
）「
決
済
」
と
は
、
資
金
の
受
払
に
よ
り
、
債
権
・
債
務
関
係

を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
。

（
注�

４
）「
最
後
の
貸
し
手
」
と
は
、
金
融
危
機
等
に
お
い
て
、
資
金

不
足
に
陥
っ
た
金
融
機
関
に
対
し
、
他
に
貸
し
手
が
い
な
い
場

合
に
資
金
を
貸
す
貸
し
手
の
こ
と
。

（
注�

５
）
こ
の
ほ
か
の
中
央
銀
行
の
機
能
と
し
て
、
対
外
準
備
の

管
理
、
政
府
か
ら
の
預
金
の
受
け
入
れ
や
政
府
へ
の
貸
出
等

を
通
じ
た
政
府
の
銀
行
と
し
て
の
機
能
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

International M
onetary Fund (2016), M

onetary and 
Financial Statistics M

anual and Com
pilation Guide: 

Prepublication Draft

を
参
照
。

（
注
６
）G

erarda W
esterhuis and Jan Luiten van Zanden,

　

 �"Four H
undred Y

ears of C
entral B

anking in the 
N

etherlands, 1609-2016."

（
注�

７
）W

illiam
 Roberds and François R. Velde (2016), 

"The D
escent of C

entral B
anks (1400-1815)," 

M
ichael D

. Bordo

他
編
（
二
〇
一
六
）。

（
注�

８
）
他
に
断
り
の
な
い
限
り
、
こ
こ
で
の
記
述
は
、
リ
ク
ス
バ

ン
ク
に
つ
い
て
はKlas Fregert, "Sveriges Riksbank: 350 

Years in M
aking"

、イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
つ
い
て
はC

.A.E. 
G

oodhart, "The Bank of England, 1694-2017"

に
よ
る
。

（
注�

９
）
同
様
の
「
中
央
銀
行
の
原
型
」
は
、
一
八
～
一
九
世
紀
の

米
国
に
も
存
在
し
た
。
第
一
合
衆
国
銀
行
（First Bank of the 

U
nited States

）
と
第
二
合
衆
国
銀
行
（Second Bank of 

the U
nited States

）
が
そ
れ
で
あ
る
。Barry Eichengreen, 

"The Tw
o Eras of C

entral Banking in the U
nited 

States."

（
注�

10
）
他
に
断
り
の
な
い
限
り
、
こ
こ
で
の
記
述
は
、Rodney 

Edvinsson, Tor Jacobson and D
aniel W

aldenstrom
, 

"Introduction"

に
よ
る
。

（
注�

11
）
ロ
バ
ー
ズ
と
ヴ
ェ
ル
デ
（Roberds and Velde

）
も
、

一
九
世
紀
が
中
央
銀
行
の
成
立
に
と
っ
て
画
期
を
な
し
た
時
期

と
し
て
い
る
。

（
注�

12
）
銀
行
券
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
量
の
正
貨
（
金
貨
、

銀
貨
等
）
と
引
き
換
え
る
こ
と
。

（
注�

13
）
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
バ
ジ
ョ
ッ
ト
は
一
八
六
六
年
の
恐
慌
時

の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
対
応
を
題
材
に
『
ロ
ン
バ
ー
ド
街
』

（
一
八
七
三
年
）
を
著
し
た
。

（
注
14
）Erik Buyst and Ivo M

aes (2008), "C
entral Banking

 　

�in N
ineteenth-C

entury B
elgium

: W
as the N

B
B

 a 
Lender of Last Resort?" Financial History Review

 
15(2), pp.153-173.

（
注�

15
）Jakob de H

aan, "The Struggle of G
erm

an C
entral 

Banks to m
aintain Price."

（
注���

16
）M

asato Shizum
e, "A H

istory of the Bank of Japan, 

　

 1882-2016."

（
注
17
）Barry Eichengreen, "The Two Eras of Central Banking

　
  in the U

nited States."


